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はじめに
世界の様々な叙事詩において「運命」は重要な役割を果たしている. 『マ
ハ-パ-ラタ』においても同様である, 『マハーバーラタ』は極めて多面的
な性格を持つ物語だが, 「運命」 (あるいは時)の果たす役割はクリシュナと
並び,一際大きい.我々はそれを「運命の物語」と呼び得るであろう.それ
はインド,あるいはヒンドゥー教世界における運命観について考察する際,
最重要文献であると言ってよい.
「運命,予定,人間行為その他無数の諸問題についてのヒンドゥーの見解
を理解するためには『マハ-バ-ラタ』は最も有益な資料である」1).こう
語るのは,オ-ストラリアの研究者ピーター・ヒルである.彼は近年, 『マ
ハ-バーラタ』における運命観,運命概念につき,予定の神,業輪廻など関
連する諸思想と対照しつつ詳細に論じた『『マハーバーラタ』における運命,
予定,人間行為』という著書を発表している.出版後間もないため,必ずし
も評価は定まっていないように思われるが,筆者の見るところ,この分野に
ついての最も組織だった最も重要な研究の一つと言い得るであろう,本稿は
『マハーバーラタ』の運命論について数々の示唆に富むこの研究に今回の参
考資料の内最も多くを学んでいる,第1章で, 『マハーバーラタ』における
莱,予定についても論じたのは,一つにはヒルの著書の影響による…　もっと
も筆者とヒルとでは若干の見解の相違もある.本稿は,ヒルに従って構想さ
れたのではなく,ヒルを叩き台として構想されている.
世界の諸宗教の比較に基づくマックス・ヴェ-バ-の宗教社会学の成果
ち,本稿の構想を大きく規定している.筆者の『マノ、-パーラタ』研究はも
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ともとヴェーバーの『ヒンドゥー教と仏教』に触発されたものであった2).
筆者はこれまで一連の『マハーバーラタ』研究を行って来たが,その多く
で運命は重要な論者の1つであった, 「賓いと運命-ピーシュマの物語」3)
では父と王国のためによかれと思って一生に渡り自らに困難な生活を強いる
誓いを立てたピ-シュマが,運命,意図せざる結果に翻弄される様を描い
た. 「カルナの悲劇」41では,生まれてすぐに母親に捨てられ,運命のいたず
らで後に実の弟達と敵味方に別れて戦い,死んで行ったカルナの悲劇を分析
した…　この二人は『マハーバーラタ』きっての悲劇の英雄で,主人公とは言
えないが,主人公以上の存在感を持つとも言える.特にカルナは現代インド
でも大変に人気があり,主人公パーンダヴァ五王子の人気を完全に凌いでい
る5).これに対し, 「クリシ3.ナの物語『マ-ーバーラタ』」6)では,運命に翻
弄される側ではなく,むしろ『マハーバーラタ』の登場人物達の運命を形成
して行く,あるいは運命そのものの形象化ともとれる「ヴィシ3.ヌ第8の化
身」クリシュナについて論じた.
本稿の課題は,これらの論文での成果をも活用しつつ, 『マハーバーラタ』
における運命論についてより体系的な考察を行うことである. 『マハ-バ-
ラタ』には,誓いを巡る印象的な,また物語の構造上も重要な多くのエピソー
ドがあるが,尊いは人間の意志　決断と関わる…　運命とこうしたものとの関
わり,関係は本稿にとっても重要な論点となる…　拙稿「誓いの物語『マハI
バーラタ』」7)も併せ参照されたい,さらに『マハ-パ-ラタ』における運命
の物語が展開される世界の構造の一端を論じた研究として,同じく拙稿「『マ
ハーバーラタ』における越境」8)を挙げておきたい.
第1章　運命,莱,予定
(1)運命
まず,本稿の主題となる運命の思想について見ておかなければならない…
歴吏上,様々な文化,民族に現れたこの運命の思想について,マックス・ヴ
『マノ、-バーラク』の運命論　　35
ェ-バ-は以下のようにまとめている.
「超神的な--普遍的にして非人格的な力(としての:筆者) 「運命」
・.・-それは個々人の人生(原文では「運命」 :筆者)全体の根本的様相を,
非合理的な仕方で,とくに倫理的なものとは無関係な仕方で,あらかじ
め定めるものである.ある限界内では弾力性を持ってはいるが,運命に
逆らうように手出しをしてあまりにもあからさまな侮辱を加えること
は,最も偉大なる神々にとってさえも危険な--ことなのである. 「運命」
はさらに, (それを変更しようとして:筆者)他のさまざまなことと並
行していかに多くの祈りがなされようとも,それらが無効なものである
ことを明白にする.それはちょうど,軍事的英雄の正常な心構えと同じ
性質のものであって,彼にとっては,もっぱら倫理的な面に結びついて
はいるがそれ以外は公平でかつ賢明にして恵み深い「摂理」といったち
のへの合理主義的な信仰などは,およそ無縁なのである.このような点
にも--英雄精神とあらゆる壇類の宗教的ないし純倫理的な合理主義と
のあいだの,あの深い緊張関係が現われている」9).
この発言は直接的には古代ギリシャのモイラの思想を念頭においてなされ
たものであるが,それにとどまらず, 「運命」の思想一般についての整理と
しても,他地味　他文明における運命観について見て行く際の出発点として
ある程度利用可能である.特にヴェ-バ-は, 「ホメ-ロス(と)一部の古
いインドの叙事詩(ヴェ-パーの『ヒンドゥ-教と仏教』での注目のされ方
とも照らし合わせて, 『マハーバーラタ』を念頭に置いたものと思われる:
筆者)」10)のこの点での近さを語ってもいたのである…
運命の思想は,引用の後半に示されているように,多くの偶然に勝敗・生
死が左右される戦争を生業とし,戦場を仕事場とする戦士階級・騎士階級に
おいて特に重要な世界観であった. 「死と人間的運命のさまざまな非合理を
内面的に耐え抜くのが軍人にとっては当り前のことであり,彼の生は現世で
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の債侍と冒険とに充たされるものである」11)
古代インドの軍事的英雄,軍事貴族の階層は何かと言えば,正に原初の『マ
ハーバーラタ』の担い手であったとされるクシャトリヤ達であった12)カ-
スト制度の序列がほぼ固定し,バラモンが最上位に君臨するようになる前の
時代には,宗教的特権階級たるバラモンと政治的・世俗的特権階級たるクシ
ャト.)ヤとは放烈な対抗関係にあった.仏教文献,ジャイナ教文献にはそれ
を反映して,バラモンよりもクシャトリヤを上位に位置付けた記述が見られ
る131 『マハーバーラタ』中の様々な挿話の中にも,バラモン対クシャトリ
ヤの対抗関係を如実に示すものが少なくない…
『マハーバーラタ』は最初,クシャトリヤ達の間で語り始められたが,後
にバラモンの手で大幅に修正・追加が行われた14)紀元前400年から紀元
400年ほどの長い成立過程15)の間に『マハーバーラタ』の性格は大きく変容
して行ったのである.それでもかつてのバラモン対クシャトリヤの対抗関
係,クシャトリヤ優位の名残は随所に伺われる…　運命の思想もそうしたかつ
てのクシャトリヤ華やかなりし頃の彼等の世界観であった…
(2)業思想
『マハ-バ-ラタ』の運命論について見て行く前に我々はまず,古代ィ./
ドで運命の思想と県似…競合関係にあった諸思想の中から,業思想と予定説
について整理しておかなければならない…
まず業思想から見て行こう,それは人生における幸不幸の配分の不平等-
の説明を与える…　ここではパ-ンダヴァ五王子がサイコロ勝負に負け, 13
年間の追放生活にあった時,森で聖者マールカソデーヤから聞いたある有徳
な猟師の語る業思想を見てみよう(以下, 『マハーバーラタ』邦訳からの引
用を行う際,適宜,重要な表現のサンスクリット原語のアルファベット表記
を( )内に補う.その際,逐一,筆者による補いであることを断らない…
『マハーバーラタ』では運命を表わす言葉がいくつかあるが,そうした点な
どに注意されたい)…
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「愚者は困難な状況に達して,ひどく神々を非難します.自分の業の
悪果だということを理解しません.一一もし人間の行為の結果が他に依
存するものでないなら,人がある癖聾を抱けば,彼はそのそれぞれの願
望を達成することでしょう.ところが,自制し,巧妙で,叡知ある人々
那,すべての仕事に失敗し,成果を得られないことが認められます.一
方,常に生類を殺すことや,世人を編すことに懸命な他の人々は幸福に
生きています…　幸運の女神は座って何もしない男に奉仕します.しかし
努力して仕事する人が目的を達成しません… ・・-・誰も運命　swa-
yamgraha)を支配できません」16)
叡智を持ち,行いの正しい,よく努力する人間が報われず,それどころか
苦難に遭い,行いのよくない怠け者が羽振りを利かせ,わが世の春を誰歌す
る.こうした不条理は普遍的な真実である.宗教はいずれもこうした「神議
論問愚」 (マックス・ヴェ-バー)と取り組むこととなるが,インドにおけ
るそれへの回答の一つが業であった…　それについてヒルはこう評価してい
る.
「ヴェ-ダ以後の宗教的伝統における人間行為の本性に関するインド
の諸理論のうちで最も卓越し,注目すべきものは業の教説である… ・・
運命もしくは予定と人間行為の間の対立-の説明としての梁理論の大き
な利点は,少なくとも理論上は,それが個人を両方の世界に最大限に関
わらせるということである. --業理論は,これらの対立する見解の間
の理想的な妥協案である」17)
その論理はこうである,神々をも含むあらゆる生物はただ一度の生を送る
のではなく,生まれては死に,また生まれては死にと再生再死を繰り返す.
その際,それぞれの生涯の行為の功徳と罪障はその主体に止まる.それぞれ
の生涯が終わる時,功徳と罪障あるいは良い行為と悪い行為の差引勘定で再
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生後の境遇が決定される.功徳が罪障を上回れば,より高い存在へと(動物
から人間へシュードラからバラモンへ,人間から神-など)生まれ変わる,
あるいは再生後の幸福を享受できる…　罪障が功徳を上回れば反対の結果とな
る.マ-ルカソデーヤの表現によると, 「彼のなした業が,影のように彼に
つき従う.そして結実し,彼は再生して幸福や不幸を享ける…　その者は運命
(kritantavidhi)に支配され,善悪の特徴をともない,それを克服することが
できないと,知識の眼を有する人々は見る」18)
そうであれば,有徳な人間が苦難に嘱ぎ,悪諌な人間がわが世の春を詣歌
することも少しも不合理ではなくなる,前世の善悪の行為の差引勘定の結果
現世だけで見ていたのでは不合理に思われるそうした現象が発生しているの
である.引用した有徳な猟師の場合,前世ではバラモンだったのだが誤って
あるバラモンの聖者を殺してしまったためにシュ-ドラに身を落として,戟
生を伴うおぞましい職業に携わっているのだとされている.ただし,業によ
る輪廻はその後も続く…　この有徳な猟師は次に生まれ変わる時には,またよ
り高い存在となるであろう…
『マハーバーラタ』からの二つの引用に「運命」という表現が出て来る(原
語はswayamgraha, kritantavidhi)節,これが重要な点である・運命の思想
では運命は「非合理的」な秩序とされ, 「倫理的なものとは無関係」であり,
業の思想は非合理に見える世界の在り様を合理的　倫理的に説明してみせて
いる.本来, 「運命と(それとしばしば同一視される:筆者)時-の多くの
言及は業の思想との未解決の緊張状態に止まっている」19)…　しかし, 『マハ-
パーラタ』においては両者はしばしばその境目が明瞭でなくなる…
この間題について議論を進める前にもうーっ考えておかなければならない
ことがある.それは通常の状態においても運命の思想と業の思想には具体的
局面における牲界への個々人の内的構えにおいてある共通点が見られるとい
うことである.
ある人物が自らの人格から見て(一見)不合理な苦難に陥った場合を想定
してみよう.運命の思想,特に第2, 3章で詳述する宿命信仰を奉ずる騎士
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の場合,彼はその苦難に品位意識によって耐え抜く…　これに対し,その人物
が業思想の影響下にある場合はどうか.この場合,当然,不合理と見える苦
難も,実は自らの前世での行為の結果なのだと合理的に説明される.しかし
この場合も,やはり現世においてはその苦難に耐えるしかないとされること
に遣いはない.なぜなら,業の思想の場合, 「魂はその固有の運命の唯一の
鍛冶工である」20)ここでも,宿命信仰の場合と同様,人はただ一人,自ら
の苦難に向かい合わなければならない.たとえば超越的人格神のような外な
る力には蛎れないのである.
こうした本来的な似かよりもあり,「運命」と「業」とは『マハーバーラタ』
において,既に見たようにしばしば混清状態となる…　業の理論は前世から現
世への影響を見れば決定論的であり,現世から来世への影響を考えれば人間
の自由…能動性を語っているとも言えるが, 「業の法則の決定論的側面は,
容易に個人の制御を超えた運命もしくは神々のいたずらという他のどんな力
とも見なされるようになる」21)… 「『マハーバーラタ』の主要登場人物達は業
を常に自分達の人生と不可分の力と見るより外的な力と見なす」22)
『マハ-バ-ラタ』では業の思想は運命の思想と混清状態にあるが, 『マ
バーバ-ラタ』における業の思想の特記事項はそれだけではない…　ヒンド
ゥー教の歴史におけるその決定的重要性にも拘らず, 『マハ-バ-ラク』の
登場人物達にあっては,業の思想は競合する諸思想の陰に隠れて目立たない…
「業による責めを受け入れることを快く引き受けることの顕著な欠如が『マ
ハーバーラタ』の登場人物達には見られる.一・・個人に基づく業の理論は人
間行為と原田に関する『マハーバーラタ』の諸理論の中では最も良く知られ
最も高く評価されているものだが,実際にはそれの『マハーバーラタ』にお
ける重要性は非常に制限されている.そして,予定,運命と時の非人格的話
力のような原因に関する他の諸概念より目立たない」23)…　業の思想によって
ではなく,運命と時によって苦難を説明することが好まれる「理由はすぐに
見つかる,業理論が過去の行為に原因を求めるべく個人に内省を促すのに対
し,運命説によっては責任を不可思議な超自然的秩序に帰し得るのであ
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る」24)
本章第1節で見たように, 『マバーパ-ラタ』はその長い成立過程の間に
次第にバラモン化されて行った…　そして, 「おそらく運命・宿命の思想に与
えられた重要性を快く思わなかった後世の(バラモン:筆者)編纂者たちは,
時の力を単にそれによって業の果実が提示される道具にすることで意識的に
低減させた」25) 「寂静の巻」にはその印象的な例が見られる.
ガウタミ-という女性の息子が毒蛇に殺される.ある猟師がその蛇を捕ら
え,ガウダミーに殺そうと言う…　ガウタミーは息子が死んだのは運命(prap-
tavya )だとし,蛇を殺しても息子は生き返らない,蛇を放せと言う.蛇は
自分は死神の命令で息子を喫んだだけだ,自分には責任はない,罪は死神に
あると言う.死神は死神で自分はカーラ(時間)に指示されて蛇に息子を吸
ませたのだから,責任はカ-ラにあると言う,最後にカーラが登場し,蛇に
も死神にも自分にも責任はない,息子の前世の業が息子がこうして死んだ其
の原因で,自分達はそのきっかけ,道具に過ぎないとする…　こうして運命,
カーラは最終的に業に還元される26)
(3)予定
運命論(宿命信仰)には既に見たように世界観の合理化が欠如している,
予定説はこれに対し,人間にはその意味を把握し得ないものの合理的な神の
扱理を語っている.にもかかわらず両者にはある脈絡において類似点がある.
ちょうど宗教的に合理的な業理論と運命論にある共通点を指摘出来たよう
に.ヴェ-バーはその『経済と社会』第2部第5章「宗教社会学」において,
これについてこう語っている…
「救済は--その御意において究めがたく,その全知のゆえにおのず
から不易であり,そしておよそ人間の態度に影響されることのない神の,
そのまったく自由にして底知れない恩寵の賜物としても成り立ちうる.
この恩寵がすなわち予定恩寵である,それはまず無条件に,超世界的な
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創造神を前提する.したがってそれは,すべての古代のアジア的宗教性
にはいっさい見られない…予定恩寵は,その摂理としての性格によって,
いいかえれば世界統治-の-人間から見れば非合理であるが神の側か
ら見れば合理的な-一つの秩序としての性格のゆえに,戦士的英雄宗
教のうちに見られる宿命の観念とは区別されるものである.だが他面で
は,予定恩寵は神の善意を除外する.神は,苛酷な,威厳にみちた王者
となる.このような神をまえにしては,個人のあらゆる自力を全く鮒ヒ
することこそが,ただ自由なる恩寵から生ずるこの救済-の前提となる…
にもかかわらず,というよりはむしろまさにそのゆえに,予定恩寵は
-宿命信仰とともに-そこから高潔さと厳しさを育て上げるという
帰結をもつこととなるのである」27)
運命も予定恩寵も人間の影響力が全く及ばない完全に「外なる」力である.
この点がここでのポイントとなる.ヴェーパーの発言は主として西洋を念頭
に置いたものである(宿命信仰は古代ギリシャなど,予定恩寵は宗教改革期
のカルヴァソの流れを汲む禁欲的プロテスタント)那, 『マバーパ-ラク』
の舞台である古代インドにも,禁欲的プロテスタントの予定説,予定恩寵に
近い思想が存在したのである.ヴェ-バーは, 「それは,すべての古代のア
ジア的宗教性にはいっさい見られない」としているが,これは誤りというこ
とになる.古代ィ./ドではこうした「予定の神」は「配置者(Dhatri)」, 「制
定老(Vidhatri)」, 「支配者(Shastri)」などと呼ばれる28)
ヒルも言うように『マハ-バーラタ』における予定の思想についての「最
も充実し,最も熱情的な議論」は,国外追放中のユディシュティラとドラウ
バディーの対話である29)その概略を見ておこう.
サイコロ勝負でエディシェティラに賭けのかたにされ,カウラヴァ方にひ
どく辱められ,その後パーンダヴァ五三千と共に13年間の国外追放の境遇
にあったドラウバディーは,倍液やるかたない.彼女は夫ユディシュティラ
にも批判的だが,それよりも彼女にはカウラヴァ方と自分連の境遇がいかに
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も不公平に思える…　有徳に振る舞って来た自分連が流刑の身をかこち,悪の
限りを尽くして来たカウラヴァ方がわが世の春を詣歌している.ドラウバ
ディーはこの「神義論問題」への回答として次のような思想を語る.
「主である創造者(-Dhatri,配置者:筆者)のみが実に,生類の苦楽,
幸不幸に関して,すべてを配置するのである…　一一木製の人形が操られ
て手足を動かすように,これらの生顕も[創造者に操られて]手足を動
かす, --この世の人は糸につながれた鳥のように抑制されている.主
宰神(Ishvara)の支配下にあって,他人の主でもないし自分の主でもな
い. --人間は無知であり,自分の幸不幸をも支配することはできない,
-・・-彼はその幻力により迷わせて,生類により生類を殺すのである.
聖なる神は欲するがままに,結びつけたり離したりして,子供が玩
具で遊ぶように,生類を用いて遊んでいる…　--気高くて徳性の高い謙
虚な人々が生活に苦しみ,卑しい人々が幸福なのを見ると,考えこんで
当惑してしまいます.あなたのこのような不幸とスヨーダナ(ドゥルヨー
ダナ:筆者)の繁栄を見るにつけ, -・-この不正を見逃している創造者
を私は非難します. ・-….もしなされた業がその行為者に従い,他のもの
に行かないなら,必ずや主宰神は,彼がなした悪業で汚れるでしょ
う」30)
ここでドラウバディーによって語られている創造者(配置者)は人間から
見て極めて不合理な決定を下し,しかも人間のいかなる願いも努力もその決
定を変え得ない.その不合理性,人間にとっての徹底した外在性からしてこ
の神は非人格的運命と類似している,舌代ギ.)シャの宿命信仰と禁欲的プロ
テスタントの予定説が類似するように…　ここでは「運命」という言葉は出て
来ないが,このエディシュティラとドラウバディーの対話以外の場面では,
『マハーバーラタ』において,西洋の場合とは異なり,運命(およびしばし
ばそれと同一視される時(カーラ))と予定の神(配置者など)の区別はし
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ばしぼ明瞭でなくなる31}　あるいは両者はしばしば互換的に使われている32)・
要するに,古代インドの場合には,人間の運命を決定するのがたまたまあ
る人格(秤)もしくは複数の人格(神々)に基づくと意識される曝　それは
予定と記述され得る状況であり,たまたま非人格的力にそれが基づくと意識
される時には,それは本来の運命となる,というのが実態に近くなる33)
ところで上述のドラウバディーの見解に対し,ユディシュティラは業理論
に基づき反論を試みるが,前節でも見たように, 『マバーバ-ラタ』では,
業理論は主要登場人物達にそれ程受け入れられていない,ドラウバディーの
語る古代インド版予定説の方が彼等にはよりアピ-ルしている.よりしっく
りする形で彼等の周りの世界についての経験を説明している34)この点は運
命論も同様である.
ところで『マハ-バーラタ』には,そしてヒンドゥ-教には,予定の神以
外にもブラフマ-,ヴィシュヌ,シヴァという三人の有力な神々がいる.こ
のヒンドゥー教三大神と古代インドの「予定の神」との関係はどうなってい
るのだろうか…
ヒルは,実は三大神も『マハーバーラタ』において,時として予定の神と
しての姿を現わすとする.運命と予定の神の境界が不明瞭であるだけではな
く,通常は人間達の働きかけ,願望,努力などに反応もする三大神と,それ
らとは全く関わりを持たない予定の神とも境界線があいまいとなるのであ
る. 「しばしば配置吉,制定者は,シヴァ,ヴィシュヌ,クリシュナ,ブラ
フマーなどの偉大な神々の単なる仇名である. -…-特にしばしばブラフマ-
が容易にそれらと置き換えられ得る」35)これについてヒルは,しばしば不
合理で苛酷な運命を人間連に課する「自らの信奉する至上神をとがめること
を嫌がった献身者達が,ほとんど変装になっていない(そうした)仇名を用
いたかのようである」36)と語っている.
ただし, 「運命の手が普通,道理も理由も超えているのに対し,ブラフマ-
の恩寵と布告は,その究極の目標として三界における秩序とダルマの保持を
目指している.時としてそれらが気紛れで愚かに見えようと」37]このヒル
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の発言は直接的にはブラフマ一についてなされたものであるが,三大神全体
についても基本的に妥当する.プロテスタントの予定の神の決定,予定が人
間の理解を超えているように,三大神の意図も容易には理解し得ないことが
あるが,これもプロテスタントの場合と同様,最終的に「合理的」であると
されるのである.
前節から見て来たように, 『マハ-バ-ラタ』では世界,人間を動かす至
上のカは一つではない…　業,予定の抽　三大神,そして次章で詳しく検討す
る本稿のテーマ運命が互いに入り混じりながら併存している.言い換えれば
運命は『マ--パ-ラタ』では至上の力の"one of them"として存在して
いるのである.ヒンドゥー教が多神教であること,至上神でさえ3人いるこ
とに端的に示されているような,「あれかこれか」ではなく「あれもこれも」
を好むインド, 『マハーバ-ラタ』の一般的流儀そのままに.そして実は,
この「あれもこれも」は『マノ、-バーラタ』の運命論の内部にも顔を出すの
て方O.
第2章『マバーバ-ラク』の運命論
(1) 『マハーバーラタ』の推進力運命
「運命」は『マハーバーラタ』に遍在している…　物語の本筋の初めから,パー
ンダヴァとカウラヴァは,運命(daiva)の支配力によって同族殺しに駆り
立てられたと示唆されている38)その登場人物達のほとんどが自分達の人生
の浮沈,苦難などを説明するために頻繁に運命に言及する.とりわけ,クリ
シュナ,ヴィヤ-サ,ビーシIlマ,ドリタラ-シ3_トラ,カルナ,ユディシュ
ティラなど重要人物の周辺には運命への言及が多い…　彼等自身の発言も多い
し,彼等の行動,苦難などの説明として運命が持ち出されることも多い.
前章で見たように業理乱　予定説などは,時として運命論と習合した形で
現れるが,原理的には運命論とは異なっている.そして, 『マハ-バーラダ』
において運命論とは独立に人間の運命についての説明に用いられることも多
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い…　それでも『マハーバーラタ』では明確な運命論の否定はほとんど見られ
ない.運命よりも行為の方が人生の浮沈,変動を規定するとする積極論者達
(後述)も運命論の否定には至らない.
運命は業理論,予定説などとも時として習合しながら, 『マハーバーラタ』
の全編にわたって言及されるが,言及の頻度には部分ごとに多少差が見られ
る.ヒルは「運命と時の作用が最も見えやすいのは,死　披軌　破局の文脈
において」であるから, 「戦闘の諸巻」即ち, 「ビーシュマ」 「ドロ-ナ」 「カ
ルナ」 「シャリヤ」の巻には特にそれ-の言及が目立ち39)パ-./ダヴァの
森での12年間や40)本筋以外の部分では41)運命や時への言及は目立って少な
いと言う.筆者の印象では,ヒルの意見とは多少異なり,物語の大きな転換
点となるサイコロ勝負の前後と「戦闘の諸巻」の前後も運命への言及が目立
つ.むしろこれらの方が運命への言及の密度は高いように思う…　いずれにし
ても物語が劇的に展開する場面で運命への言及が多くなるということであ
る.また, 「寂静の巻」 「教訓の巻」などにも案外言及がある.
『マハ-バ-ラタ』において運命は言葉の上で頻繁に言及されているだけ
ではない.それは『マハーバーラタ』の物語の構成原理として重きを成して
もいる. 「はじめに」でも述べたように, 『マハ-バ-ラタ』は運命の物語で
あると言っても過言ではない…　少なくともそれはクリシュナと並ぶ『マ--
バーテク』の二つのダイナモの一つであると言ってよい.
第1章第3節で検討したインドの予定説は運命論との境界が必ずしも明確
ではない42)運命論より後の時代に属する三大神の隆盛により,予定説と運
命論の関係はどのように推移したのか.ヒルによると,
「ヒンドゥー教の伝統が進化するにつれて,運命,偶然,宿命などに
関するより古い諸観念の多くが,三大神の力に従属し,彼等の全能の力
の表現として合体したということにはほとんど疑いがない.この過程は,
おそらく配置者,制定者の観念によって最も明確となる…　しかし,非人
格的運命の力への信仰が消失することはなかった.  ・・ 『マハ-バ-ラ
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タ』の示す証拠は運命,偶然,宿命に関する深く根差した確信のインド
社会における強さと執拗さを取らし出している」43)
そして非人格的運命は,その言及のされ方に次のような特徴があると言う.
「ごく大まかに言えば,非人格的運命は一般に三界における状況のよ
り極端で説明し難い変化を説明するために用いられていると言い得る.
-・.・運命と時とは,運命の激しい動揺(特に途方もない不運)を説明す
るために,また,見たところ,理解不能な,もしくは全く予測不能な出
来事を説明するためにも用いられ得る.困難に直面した時,運命と時の
働きはしばしば叙事詩の吟遊詩人連に,三大神の意志や人間達の過去の
悪事(莱)よりも人生の流れVこついてのより快適で口当たりのいい説明
を提供したように思われる」44)
ここで言う「口当たりのよさ」とは「人生の中で運命のより予測不能で荒々
しい動孫に直面した時,向こう側からの神秘的な力によって遂行される制御
による説明(が与える)ある種の慰めと補償」45)とであった.
(2) 『マハ-パ-ラタ』の運命論の諸類型
このように『マハーバーラタ』において重要な意味と機能を持つ運命論だ
那,実はその内容は多様である…　それは一つには,ヒルの言うように「力と
しての運命の本性についての詳細な吟味」が欠けている46)ためでもあろう,
「『マハーバーラタ』における非人格的運命の働きについての無数の発言を分
析するのは簡単な仕事ではない」47) 『マハーバーラタ』において運命論の内
容が多様であるだけではなく,個々の登場人物の語る運命論の内容もしばし
ば多様である…　ある人物がいくつものタイプの運命論を語るわけである.そ
うしたことをも念頭に置きつつ,ここでは『マハ-バ-ラタ』の多様な運命
論の類型化を試みたい…
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その際,まず確認しておかなければならないことは, 『マバーパ-ラク』
の運命論には西洋の運命論とは異なった部分があるということである, 「イ
ンドの見解では,人間界の出来事への外的話力の影響を受け入れることは,
自分自身の運命に影響を与える人間達の力の否定を必然的に意味するわけで
はない.議論は西洋流のあれかこれか式では行われていない」48)
それ故,ヒルは次のように断じる. 「普通, (運命の:筆者)力の変更不能
性を強調する運命についての西洋的な諸定義は,運命の問題についてより柔
軟なアプロ-チを取る『マハ-パーラタ』には全く適さない」49)このヒル
の理解に従えば,第1章第1節に掲げたマックス・ヴェーバーによる運命の
定義もそのままでは『マノ、-バ-ラタ』には適用できないということになる.
以下に見るように,それは全ての場合に妥当するのではない.
a)宿命信仰
『マハ-バーラタ』の運命論の中でも最も重要なものがこれであると言っ
てよかろう. 「宿命信仰」という言葉は,既に見たようにマックス・ヴェ-
バーの宗教社会学の用語である.これは次に見る宿命論とは異なる. 「死と
人間的運命のさまざまな非合理を内面的に耐え抜」く50)軍事英雄と親和性
の高い精神的態度である.それは運命の強大さの前に退嬰的となる態度では
ない…　運命と結果の不確定性は認識しつつも,行為と努力なしには何事も達
成されないとしてそれらを強く推奨する態度であるSl)_
「最高の戦場に行き,男らしい行為をして, [王族の]法をすっかり果
たせば,自己を非難することはない.勝っても負けても賢者というもの
は嘆くことはない.そしてその直後に彼は[次の仕事を]始める.命を
惜しむことはない. -・・常にすべての行為は結果に関して不定である(勝
敗は時の運). [成否は]不定であると知る人々は,時に失敗し時に成功
する.しかし,行動しない人々は決して成功しない」52)
「確信的な人は,なすべきことを蹟曙せずになすべきである…　成就は
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運命(daiva)において確立する(ことの成否は運命に任せる). -あな
たが努力してやったことは,運命Cdaiva)によって台無しにされた. (し
かし:筆者)退却は死であると考えて,努力して戦いなさい」53)
最初の引用はクルクシェ-トラ大戦前夜,パーンダヴァ五王子の母クン
ティーが,クT)シュナに託して息子達に伝えた挿話の一節である…　第2の引
用は, 「運命については語りたいことの多い」54)『マ--バーラタ』きっての
悲劇の英雄カルナの,苦戦を嘆く盟友ドゥルコーダナへの励ましである.
『マハ-バ-ラタ』ではこうした態度が称賛されている.
こうした態度と関連して『マバーバ-ラタ』の英雄達は名誉を何よりも重
んずる.もっともこれらは, 『マハ-バ-ラタ』に限らず,世界史上の軍事
貴族に普遍的に見られる態度である. 「名誉を守れ　名誉は最高の力である
から…　名誉を失った人の人生は実りのないものと伝えられている… ・-・・名誉
を失った人は滅びる」55)こちらはカルナと並ぶ悲劇の英雄ビーシュマの発
言である.
おそらくこれらの発言を受けて,ヒルは言う…　予定の神と同様, 『マハー
バーラタ』では「運命はしばしば大まかな結果を決定し,細部は人間行為に
委ねている.それ故この文脈において,義務の遂行や名誉を保持することが,
しばしば運命による逆境-の適切な応答として勧められている」56)
ここでヒルは,運命は決められていたとしてもその運命に対する受け止め
方は決められていない場合も, 「細部は人間行為に重ね」られているケース
だとしているようだ.しかし,そうなるとこれは何も『マハ-バ-ラタ』だ
けの現象ではない,ヴェ-バーの語る,さしあたっては古代ギリシャに範を
取った宿命信仰は正に,そうした運命との対し方なのであった.それは運命
の受け止め方まで運命によって決定されているという思想ではなかった…　宿
命信仰は『マハ-バ-ラタ』の運命論の中でも,最も重要かつ最も称賛され
ている類型であると共に,インドの枠を超える最も普遍的な思想でもあった.
ヒルの認執.議論はこの点　やや未整理である…　しかし, 「細部は人間行為
『マハ-メ-ラタ』の運命論　　49
に委ね」る特殊インド的ケースは確かに存在する.これについては後述する
(特にr).
『マハ-バ-ラタ』で基本的に宿命信仰を抱く人々の世界観・人生観には,
人生の決定因としての運命と人間行為の関係を巡って,登場人物ごとに,普
た場面ごとに以下の3種の類型があるように思われる.
1 )運命の力が人間行為を圧倒するとする見方…
2)運命と人間行為の共働をのみ語り,どちらの力が大きいとは決めない
見方,
3)人間行為の方が運命よりも強力で重要であるとする見方.
1)は一面で次に論じる宿命論と近くなるが,初めから退嬰的に引き寵も
る態度ではなく,潔く人事を尽くす側面がある点でそれとは異なる.それは
運命の頚大さへの呪いではなく詠嘆・慨嘆として,また悲劇的事件,苦難に
打ちひしがれる他者-の慰めとして語られたりもする.後者の例では大戦後,
苦い勝利に思い悩むエディシュティラ-のど-シュマの慰め57)先に挙げた
カルナのドゥルヨ-ダナへの励ましの前に語られた運命論58)などを挙げる
ことが出来る.
3)は「寂静の巻」でのユディシュティラへのピーシ3.マの講話中
に59)また「教訓の巻」でのヴァシシ3_タへのブラフマー神の講話中にも60)
見られる. 『マノ、-バーラタ』中,特に共感をもって語られている人物達に
こうした発言が目につく…
b)宿命論
運命の強大さの前に人間にはなす術はないという思想で,宿命信仰同様,
世界史上普遍的に見られる運命への対し方の一つである. 『マハーバーラタ』
において宿命信仰が共感をもって語られているのに対して,宿命論は非難の
対象となっている.宿命信仰の立場からドラウパディ-が宿命論に投げた批
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判を見てみよう…
「この世で運命論者(dishtapara)と日和見主義者(努力無用論者)と
の両者は最低です.行為に専念する人が讃えられるのです.運命(dishta)
に従い,何もしないで安らかに眠っている愚老は,焼かれていない瓶が
水中で沈むように沈むでしょう」61)
引用中の「運命論者」はここで言う宿命論者のことである…　ヒルも『マハー
バーラタ』中の「運命を不活動の言い訳に使う「愚かな怠け者」への広範な
非難」62)について語り, 「『マ--バ-ラタ』の語り手達は,運命は受け入れ
るが,純然たる宿命論は退けた」とした63)
『マハーバーラタ』中の宿命論者達は,宿命信仰の信奉者とは異なり,運
命に男らしく耐え抜き,積極的に行為に専念するのではなく,愚痴ばかり言っ
ている. 「人間は自らの運命の形成者・設計者でもある」64)ことを知り,鰭
動性を持つとともに,自らの行為には責任を持つという宿命信仰の知る真理,
態度を知らない.自らの過ちによって悲劇,苦難に陥っても,それも運命の
せいとし,自分の責任を決して直視しない.あるいは自分以外の他者の責任
とする…　一切は運命によって決定されているのだとしたら, 「他者の責任」
なるものも存在しないはずであるが,そんなことにはお構いなしである.宿
命論者はダブル・スタンダードの持ち主としても登場する.
『マハーバーラタ』最大の宿命論者として登場するのがカウラヴァ首王子
の父ドリタラ-シュトラである.また興味深いことに,運命論としてはほと
んど宿命論的愚痴しか語らないのは,主要登場人物中では,このドリタラ-
シュトラとその子ドゥルヨーダナ,ドクツシヤーサナだけである65)ドゥル
ヨーダナ,ドゥッシヤーサナはドリタラ-シュトラとは異なり,能動的に行
為に突き進むのではあるが,彼等の運命に対する構えは宿命信仰のそれでは
ない.ドリタラーシュトラの宿命論については次章で詳しく論じる.
『マハ-メ-ラタJlの運命論　　5l
c)インド的変種1- 「倫理的運命」
宿命信仰,宿命論は世界的に普遍的な運命論の二採型であるが, 『マハー
バーラタ』には,特殊インド的,あるいは特殊『マハ-バ-ラタ』的運命論
も登場する,そのうちの一つがカルナによって語られている,
「人がある重荷を担おうと心に決めたら,必ずや運命(daiva)がその
仕事を援助してくれる」66)
即ち,人間の努力,決意などに呼応する「倫理的運命」である.ここでは
運命は盲目的なものではなく,意志を持つかのようである.アシュヴァッ
メ-マンの発言「われわれが--正しい原則に則って戦うなら,運命(daiva)
はこちらに微笑むだろう」67)ユディシュティラの発言「よく協議され,よ
く努力され　よく行われ,よく考慮された時,物事は成就する.そしてこの
場合,運命(daiva)は好意的Cpradakshina)である」68)にもそうした意味合
いがある.
運命の「意志」が語られているかに見える例なら他にもある… 「運命(daiva)
により来るべき目的のために守られているパーンダヴァ兄弟」69)そしてシャ
リヤは一種の愚痴でもあるがこう語る… 「きっと運命はパ-ンダヴァ達に従
属して仕事をしている,それはパ-ンダヴァを守り,我々を滅ぼしている.
・-.この全ては運命の戯れだ」70).ヒルはこれらについて,『マハーバーラタ』
では「運命は有徳な者を守り,邪悪な者を妨げて,倫理的可能性を示してい
るように思われる」と語っている71)
d)インド的変種2-条件付き運命
「もし～なら一一という運命となる」という条件つき運命である.前項に
掲げたカルナ,アシェヴァッタ-マン,エディシュティラの発言もそのスタ
イルでもあったが, 「条件付き」の事例には他に次のようなものがある…
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「もしあの愚か者(ドゥルヨ-ダナ:筆者)がその(クリシ3.ナの:
筆者)有益な言葉を受け入れなければ,彼は運命Cdishta)の支配下に
赴くであろう」 (アルジュナ172)
「私の法と実利をそなえた健全な言葉を聞いても,あの愚か者(ドゥ
ルヨーダナ:筆者)がもし受け入れないなら,彼は運命(dishta)に支
配されるであろう」 (クリシュナ(73)…
「この運命(kritanta)の驚くべき教令は乗り越えがたい. -・.これは
前もって定迫られたことです.実にもしあなた(ドリタラ-シュトラ:
筆者)が以前に,ユディシュティラとあなたの息子たちとの賭博を禁じ
ていたら,災いはあなたにふりかからなかったであろう」 (サンジャ
ヤ)74)_
「私とバラタの雄牛であるビーシュマがそばにいれば,たとい運命に
定められた(daivavihita)としても,決して不正行為は起きないだろう」
(ドT)タラーシュトラ)75)_
「王(ドt)タラ-シュトラ:筆者)よ,もしあなたの息子(ドウルヨー
ダナ:筆者)が和解するなら,呪瓢は実現しないであろう.さもなけれ
ば実現するであろう」 (聖者マイトレーヤ)76)_
ドリダラーンユトラの発言も,ピーンユマのみならず自分自身の倫理的,
精神的強力さを自負してのものと受け取り得るから,ここの「もし～なら式
運命」は全て「倫理的運命」にも属するわけである.また, 「もし～しない
なら…・-…となる」というスタイルの「運命」は最後の事例に最も明確に示さ
れているように,呪誼と重なる…　ヒルテバイテルは『マハーバーラタ』にお
ける運命の形成因として呪い,祝福,誓いを挙げている77)これについては
「おわりに」でもう一度触れる.
e)インド的変種3-運命と他の諸思想の習合
前章第2, 3節で見たように,運命は『マハーバーラタ』では頻繁に業,
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予定の神と習合する.インド流の「あれもこれも」に従ってである…　ここで
もう少しそうした事例を挙げておこう…
「カーラ(時　破壊神)は強力であると思う.創造者Cvidhi)が創っ
た運命(daiva)ち,また生類の宿命(bhavitavya)も強力である.それ
を侵害することはできない」 (エディシュティラ)78)_
ここのカ-ラがしばしば運命と同一視されることは既に述べた.
ドリタラーシ31トラは「そなたたちは運命(daiva)により,またク1)シュ
ナにより自己の知性を失った」79)という注目すべき発言を行っているが,こ
れについては「クT)シュナの物語『マハーバーラタ』」80)で論じた.
f)インド的変種4-運命十αによる出来事の説明
業,予定の神などの強大な力と運命の習合あるいは共働以外にも,運命と
その他の力の共働が語られる場合,あるいは出来事の説明として両者を併存
させる場合が少なくない.ここには,宿命信仰と宿命論の違いのような,運
命の「受け止め方」,それに基づく行為様克　生き方の違いという点でヒル
の言う「細鰍ま人間に委ねられている」ケースとは遣うものが含まれている.
ここに紹介するそうした一群は, 「運命についての西洋的な諸定義が『マハー
バーラタ』に全く適さない」811 「細部は人間に委ねられている」事例と言い
得るかもしれない,
まずはドリタラ-シ,_トラ絡みの諸発言.
「あなた(ドリタラ-シュトラ:筆者)はかつて偉大な人々に制止さ
れてもやめなかった…　…-…・その結果がこのようになったのだ. ……-…運命
(daiva)により,またあなたの悪い政策により」 (ヴィドゥラ182)
「運命Cdaiva)を除いて他に,ことが成就する原因があろうか, I
賭博に通じた[シヤクニ]は,公正にふるまうエディシュティラに不当
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なしうちをした…　私もそうだ.悪い息子たちに従ってしまった.その結
果,クル族の終末の時が来たのだ」 (ドリタラ-シュトラ)83)…
第2の引用では,普段自分の責任を一切認めないドリタラーシュトラが部
分的にしろ責任を認めているのが注目される(大戦後のドリタラ-シュトラ
については,次章第1節で論じる).
その息子ドゥルヨーダナにユディシュティラが次のように語っている.
「そなたは--…これまでの己れ自身の行為の報いを受けているのだ.この大
きな悲劇は計り難い運命Cdishta)のなせる業だ」84)ド1)タラーシ31トラの
妻ガ-ソダ-1)-は全ての息子を失ってこう嘆く. 「この大きな破滅は時間
の逆らい難い定め(kalaparyayanodita)なのです.これは人間の力によって
もたらされたものではありません. --私の過ち(息子達へのしつけの失敗
や息子達の行動を制止出来なかったことなどか:筆者)からこの偉大な一族
は滅亡してしまったのです」85)
大戦による大殺教を悔やむエディシ.nティラも,自らの嘆きをこのように
表現している. 「時(kala)と怒りに引きずられ　この恐るべき大粒教を犯
したわれわれ(パーンダヴァ五王子:筆者),ドリタラ-シュトラの息子た
ち」86)
これらを通観してみると, 「細部は人間に委ねられている」事例とも取れ
るが,全て,自分や他者の責任を緩和し慰めるた釧こ運命が引き合いに出さ
れた事例とも取れる…　少なくともその側面も念頭に置いておくべきだろう.
宿命信仰の場合も,運命を受け止あた上での人間行為の重要性が語られる.
これも実は「運命十a」で世界に対する態度の一種と言えるが,そこでの力点
は,ここに紹介した諸事例とは異なり,運命に対する覚悟・心構えと結び付
いた能動性といったものになる.なお, 「もし～なら」型の「条件付き運命」
ち, 「運命+α」の性格を持っている.
以上『マハ-バ-ラタ』における様々な運命論を概観して来た. 『マハ-
r-.- 、- ;----. tJ L''逓由家　　kfl
パーラタ』においては至上の力について「あれもこれも」方式が取られてい
たのと同様に,運命論の内部にも様々な類型が共存している.つまり「あれ
もこれも」方式が取られている.
第3章『マハーバーラタ』の主要登場人物達
前章で一般論として検討した『マハーバーラタ』の運命論を本章では違っ
た角度,枠組みで見て行きたい.即ち,この章では『マバーバ-ラタ』の主
要登場人物個々について,運命に関する発言,運命という考え方を用いた彼
等-の評価などを整理する.それを通して『マ--バーラタ』の運命の世界
をより立体的に把握することを試みたい…
『マハ-バーラタ』では運命への理解,態度を登場人物によって鮮やかに
描き分けている.各登場人物のキャラクターの根幹部分が運命を巡って構築
され分けられていると言ってもよい.また,一見同じような運命論と見える
ものが,登場人物という「文脈」その他によってその相貌を変えることも少
なくない…
(1)ドリタラーシュトラ
前章では宿命信仰から論じたが,ここでは行論上それと対極的な宿命論の
代表者ドリクラーシュトラをまず検討することにしたい.
前章でも少し紹介したが,まず,ドリタラーシュトラの最も宿命論的発言
をいくつか見て行こう.
「私もお前が私に告げたのと同様に考える.私はいつもパーンダヴァ
たちに対してそのように(正当な扱いをすべきだと:筆者)決心するの
だが,しかしドゥルヨ-ダナに会うと逆になってしまうのだ.いかなる
人間でも運命(dishta)に逆らうことはできない.運命(dishta)のみが
目的を達する.人間の努力は無益である」87)
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「運命(dishta)のみが最高であると私は思う.人間の努力は空しい.
滅亡をもたらす戦争の罪悪を知っていなから,いかさま賭博をする邪悪
な息子を止めることができないし,自分に有益なことをすることができ
ない…　--私には罪悪を予見する知性がある.しかし,ドゥルヨーダナ
に対しては,その知性は撤退してしまう.このような次第であるから,
なるようにしかならないのだ」88)
「すべては運命Cdaiva)の計らいである　-パーンドゥの息子たちは,
いかなるわけで殺されないのか. -…・・わが軍が繰返しパーンダヴァたち
に殺されたことに,私は耐えられない.運命(daiva)の計らいにより,
最高に恐ろしい杖が私にのみ落ちる」89)
「(カウラヴァ軍敗北後:筆者)自分は現世ではこれほどの目に遭うよ
うなことをした記憶がない.恐らく前世で何かひどい過ちをしたのだろ
う.だから制定者(vidhatri)が私をこれほど苦しめるのだ」90)
最初の2つの引用では,ドリタラ-シ3.トラは,自らの最大の性格的欠点
である息子への溺愛,息子の言いなりであることが,運命の決定によるもの
であり,自分には責任はない,仕方がない,なるようにしかならないと言わ
ば居直っている…　努力らしいことがなされた形跡もないのに「人間の努力は
無益である」との慨嘆がなされている.宿命論者は弟い父親として姿を現わ
している. 「ドリタラ-シュトラの無力さは彼自身にとっても驚きの種であ
るように思われる」91)
第3の引用からは宿命論者にしばしば付きまとう被害者意識がうか肪われ
る,最後の引用でもやはり,自分の息子ドゥルヨーダナ-の溺愛が大戦争の
大きな要因になっていることを認めず,宿命論に業思想,予定説を習合した
形で自己正当化をはかっている. 「前世の過ち」は「自分の責任ではない」
という感覚である.ちなみにヒルは『マハーバーラタ』の本筋部分において,
主要登場人物が,自分の行為と運命について業と関わらせて熟考することは
他にはまずないと言う92)
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宿命論者ドリタラ-シュトラは真の反省ということを知らない.それ故経
験・失敗が次に活きない.そして責任は常に外にあるという外罰塾の性格を
持っている,そこから前章でも触れた彼のダブル…スタンダードの傾向も生
まれて来る93)
ヴィヤーサから授かった千里限の力でクルクシェ-トラの戦いを逐一ド1)
タラーシ3_トラに語り続けた御者及び顧問官のサンジャヤは,ドリタラー
シュトラの勝手な言い草に時に耐え切れず,彼を痛烈に批判する.
「人が自分の悪い行為から不幸になる場合は,天命(daiva)やカーラ
を非難することはできない」94)
「王よ,前にあなたの過失によってあの賭博が起こった.あなたの過
失により,パーンダヴァたちとの戦争が起こった.御自身で罪を犯して,
今,まさにあなたがその果報を受けなさい.というのは,自分によって
なされた業は,まさに,自分白身によって享受されるのであるから」951.
「あなたの罪は大きいです--ところが王よ,あなたは戦いの時になっ
て,多くの過失を挙げて息子たちを非難する…　それは今はよろしくな
い」96)
「始まりにも中間にも終わりにも,あなたの善行はまったく認められ
ない-・・・この敗北はまさにあなたを原因とする」97)
ハースティナプラの大臣でド1)タラ-シュトラの相談役ヴィドゥラも,身
勝手で支離滅裂なドリタラーシュトラの宿命論に「そうではない」と心中苦
くつぶやく98)…
以下の一連のド1)タラ-シュトラの発言からは彼の宿命論の他の側面が見
えて来る.
「このような偉大で強力な世界的勇士たちに守られているその軍隊が
戦いにおいてうち破られるとは,これは前もって定められた運命(dish-
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ta)である. -・-種々の武器を完備したこのような大軍が戦場で殺され
るとは,他ならぬ運命(bhagadheya)の計らいによるものである」99)
「疑いもなく,運命(dishta)は人間の努力よりも強力であると私は考
える.勇士ドロ-ナが偉大なドリン.1タデュムナによって殺されたのだ
から」100)
運命と人間の努力の関係について考える際,ドt)タラーシュトラにとって
「人間」とは常に自分ないし自分の陣営であり,他者あるいは敵方の陣営の
行為,努力は「運命」に組み込まれてしまう.彼等の努力を努力としてとら
え,その上で運命と努力の関係についてのバランスの取れた考察をするとい
うことがない.相手方の努力が自分達のそれを上回っていたとの認乱　自分
(逮)の努力には欠けたところがあったという認識がない…　敵ではあってち
対等の相手として武人どうしの敬意を払い合うビーシュマやカルナらはこう
した見方はしない.これについては彼等の節で論じる,
ドt)タラ-シュトラの延長とも言うべき彼の二人の息子ドゥルヨーダナ,
ドクツシヤーサナの運命論もここで見ておこう.
「クソティ-の息子(パーンダヴァ五王子:筆者)にあのような輝か
しい繁栄がもたらされたのを見て,運命(daiva)のみが全てで,人間
の努力など空しいものだと思います」 (ドゥルヨーダナ)101)>
「運命　Cdaiva)こそが最も強力であると思います…　人間の努力は成果
をもたらしません.兄さん,われわれの努力は何にもならなかった.パ-
ンダヴァは生きているのですから」 (ドゥッシャーサナ,102)
この二人には父ド1)タラ-シュトラほどには運命に関する発言は多くない
のだが,その運命観は基本的にドリクラーシュトラのものと変わらない.恨
みがましい宿命論に終始している…
ただし, 『マハーバーラタ』ではカウラヴァ家の悲劇の全ての責任がドリ
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タラ-シュトラとその息子達に帰せられているのかというと,ことはそう簡
単ではない.ドI)タラーシュトラ親子が言う「運命の責任」らしきものが,
物語の構造を通して浮かび上がって来る…　それは複雑な原因群の総体,複雑
な原因・因果の連鎖として織り成される運命の働きである.
『マハーバーラタ』では偶然の連鎖,運命の連鎖で物語が進んで行く, 「ク
リシュナの計画」も語られるが(「クリシュナの物語『マノ、-バーラタ』」参
輿),基本的には先の見えない人間の営為の積み重ねとして世界が構築され
ている…　登場人物達は駅伝選手のように運命のバトンを引き継いで行く.国
王ドリタラ-シュトラの登場までにR,ハースティナプラ王国で様々な人間
模様が繰り広げられて来た…　そのどれが欠けても国王ドl)タラ-シュトラは
登場して釆なかったし,彼がクルタンェ-トラ大戦に向けての一方の推進者
になることもなかった.
ドリタラ-シ3.トラが盲目に生まれ,弟パーンドゥに王位を持って行かれ
たのは,母アンピカーがヴィヤーサから子種を授かる時,恐ろしさから目を
閉じてしまったからだった. -それは一つにはアンビカ-那,ニヨーグ姫(息
子のないまま夫をなくした妻が夫の親族の男性から子供を授かること)の相
手としてビーシュマその他の英雄を夢想していたからだった103) -そもそも
アンピカ-の夫ヴィチットラヴィールヤが病死しなければ,ニヨーグ姫の必
要もヴィヤーサの介入もなかった-そのヴィチットラヴィールヤも,ピー
シュマが王位継承権を放棄していなかったら王位に即いてはいなかった-
と王家を巡る因縁はどこまでも遡れる.その前にも数多くの四線があり,印
象的に語られている.それらがどれ一つ欠けてもド1)タラ-シュトラは存在
しなかった…
弟パーンドゥが王位に即いて後も因縁は続く.パ-ンドゥはある聖者を
誤って殺し,王位を捨てる-ドT)タラーシュトラは待望の王位に即く-パー
ンドゥの息子達は王国に戻るが自分の息子達より優秀であった-→ドリタラー
シュトラの息子達とパーンドゥの息子達の対立が始まる--と,こちらも無
数の因縁に付きまとわれる.
60　　国際関係紀要　第14巻　第2号
『マバーパ-ラタ』は一方でこうした文脈を押さえている…　その上でこの
壮大な物語を語り出して行く…　宿命論の国王ドリタラーシュトラは, 「複雑
な原田群の総体,複雑な原四・日栗の連鎖として織り成される運命」という
思想を明確に語ってはいないが,言わば,そうしたものを実感していたのか
もしれない.自分のあり方は自分の外のもの…外の力によって決定的にがん
じがらめに規定されているという実感である…　自分をこうした時空を超えた
因縁のネットワークとしての運命の中に位置付けるところまでなら,ある意
味でドリタラ-シュトラの認識は正しい.しかし,問題は彼の認識が一面的
であったということである.つまり「人間は自らの運命の形成者であり設計
者」104)でもあり,自分の行為には責任が伴うという認識が欠けていたのであ
る.
どれほど苛酷な運命を負っていても,それを見据えて強く生きようと意志
しない限り,その人間の人生はいじけた卑小なものとなる… 「神秘的で不可
解な運命の働きを喋くという習慣を」のみ身に付けた105)ドリタラーシュト
ラは,彼が「運命」と名付けた外界にひたすら流され続けた.気を張って運
命と向かい合い,それを見据え,男らしい決断の人生を送るということが出
来なかった…
『マハ-バ-ラク』におけるド1)メラーシュトラの運命論,悲劇の内容は
基本的には以上に尽きるのだが,実はドリタラ-シュトラには自分の過ちが
脳裏をかすめる瞬間が全くなかったわけでもない.しかし,その際にはそう
した過ちでさえ,運命によるものだとしていた.あるいは,自分の過ちの他
に運命にも責任を帰した(前章末尾参照).既に見た引用の一部をもう一度
見直してみよう. 「運命(dishta)のみが最高であると私は思う.人間の努力
は空しい. …-・・私には罪悪を予見する知性がある.しかし,ドウルヨーダナ
に対しては,その知性は撤退してしまう.このような次第であるから,なる
ようにしかならないのだ」106).このようにドリタラーシュトラは自分のやっ
たことが正しくないことは認めている…　しかし,それの責任は冒頭で運命に
帰せられている107)…
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しかしクルクシェートラの大戦・敗北・息子連の死を経て,ドリタラ-
シュトラの意識は変化して行ったようである,
「私自身の非常に悪しき政策[の結果]が今や訪れたと私は思う…　し
かし過ぎたことは過ぎたことだと私は考える, ・・-・今となっては,どの
ようなことをしたらよいのか」108)
これはピーシュマが倒され,その後も自軍が思うような戦果をあげられな
い状況での発言である…　ここでは運命は言い訳の手段とはされていない.し
かし「過ぎたことは過ぎたことだ」とする居直りに未だ責任意識が成熟して
いない印象が残る.
物語の終盤近く,ドリタラ-シ3_トラは世を捨て森に引退する決意を固め
るが,その際,友人たちに語った彼の言葉は今度こそ,それまでとは異質な
ものとなっている.
「今度の戦争と一族の全滅は,元はといえば私の愚かさと,息子への
肉親の愛が引き起したことである.戦えば必ず息子たちは皆殺しにされ
るというクリシュナの警告を無視し,ヴィドゥラ,ビーンュマ,ドロー
ナ,一一の忠告に耳を貸さずこんなことになってしまった.パ-ンドゥ
の正当な領土をシヤクこのいかさま賭博で巻き上げる貯計を見過ごして
しまったことは,いかに親の情愛とはいえ悔むに悔むことのできない過
ちであった. 15年経った今,私は己れの罪を償おうと思う. …-クシャ
トリヤとして立派に死んだ息子たちのことで,もはや私は嘆きはしな
い」109)
ここではドリタラーシュトラは,一族の破滅の全ての責任を潔く引き受け
ている…　運命には一切言及しない…　宿命論は語られていない.運命への向き
合い方はむしろ「死と人間的運命のさまざまな非合理を内面的に耐え抜
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く」110)宿命信仰のそれに近いように見える.ド1)タラ-シュトラの運命観
は,最後の最後で,人生の多大な犠牲の上で,大きくその方向を転じたよう
である…
筆者は長い間,クルクシェ-トラの大戦後,ピーマは例外だが,パ-ソダ
ヴァ五王子がドリタラ-シュトラをかばい抜く,敗戦国の王ドリタラ-シュ
トラがおめおめと生き残る『マハ-バ-ヲタ』の展開に違和感を感じていた,
しかし,今回「運命」を手掛かりにドリタラ-シュトラの生涯をたどってみ
て,その謎が一部解けたのかもしれないと思う.
(2)ユディシュティラ
『マハ-バ-ラタ』の英雄達は,ド1)タラーシュトラ親子を除いて,運命
を嘆く,それに苦しむ,その前に呆然と立ちすくむということはあっても,
運命を自分の過ちや失敗の言い訳に使うことは恥ずかしいことと考えてい
た.ただ,大きな例外がある.パ-ンダヴァの長男エディシュティラである.
物語の最大の転回点であるサイコロ勝負で,ユディシュティラは無残に敗
北し,弟達と妻と共に13年間の国外追放処分となる.その賭博の前のエディ
シュティラの心は次のように語られている…
「運命Cdaiva)は知性を奪う　　　人間は輪縄で縛られたかのように,
配置者の支配下に帰す」 111)
「挑戦されたら,私は決して引き下がらない,というのが私の信条です.
そして運命(vidhi)は強力です, -・-私は運命(dishta)の支配下にあ
ります」112)…
「万物は配置者の指令により宰不幸を得る.もし再び賭博をするなら
ば,その両者は不可避である…　そして老王の指令により賭博に招待され
たら,破滅することを知っていても,それに背くことはできない」113)
最初の2つは最初のサイコロ勝負前の,最後の引用は最終的に国外追放と
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なる第2のサイコロ勝負前のエディシュティラの発言である,これらを結合
すると,また,賭博の誘いを受けた時の発言(「賭博をすれば我らに評いが
生じる」iur　をも見ると,エディシュティラも賭博に応じるのは間違いだと
気付いている.にもかかわらず, 「信条」や運命を持ち出して自分の決断を
正当化している.前節で検討したドリタラ-シュトラの論法と基本的に同じ
なのである.
ユディンユティラは,国外追放の日々にもこうした態度を基本的に変えて
3KHJ
「お前(ど-マ:筆者)は私を悩ませる言葉の矢により私を傷つける
が,それは疑いもなく真実である.私はお前の無礼を非難しない.私の
賭博によりお前たちに災難がふりかかったのだから.私はドリグラーシ
トラ(上村による表記:筆者)の息子から王権と国土を奪いたいと望ん
で惜博をした. -・・tiLマセ-ナよ,私はお前の言葉に怒らないが,す
べてああなるべき運命Cbhavitavya)であったと思う」115)
自分の責任を一応認めてはいるが,運命が持ち出されることにより,それ
は随分軽いものとされてしまっている印象がある,パーンダヴァの長男ユ
ディシュティラのこうした運命論は, 『マハーバーラタ』の物語の中でどう
にも座りが悪い.
かすかに思い当たる点としては,ユディシ,.ティラがあまりクシャトリヤ
らしくなく,むしろバラモン的性格に富んだ人物として描かれていることが
挙げられる,ちなみにエディシュティラには所謂「倫理的運命」の思想があ
ることはその項で既に論じたが,他に業思想を強調してもいる116)…　これら
はいずれもバラモンによる世界観の合理化と関係している.こうしたことか
ら,クシャトリヤに称讃される本来の宿命信仰はユディシュティラには抱か
れにくかったのかもしれない…　エディシ3_ティラには事実,印象的な宿命信
仰の表白が見当らない…　全体的にはそれでもドリタラ-シ.1トラよりは宿命
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信仰のグル-プに近いのではあるが.
(3)ビーシュマとカルナ
宿命信仰の英雄連のうち,筆者は既に『マハーバーラタ』の同族戦争の悲
劇を最も体現するピ-シュマ,カルナの2人については詳細に論じている.
彼等と運命の問題もそこで論じている.しかしここでも,この2人について,
若干の補足をしておきたい.
まずピ-シュマについて印象的なことの一つは,正に「死と人間的運命の
さまざまな非合理」と関わる「戦いにおいて勝利は時の運である」に類する
発言が, 『マハ-バ-ラタ』の登場人物中,最も日につくということであ
る117)ド1)タラ-シュトラとは異なり,敵も味方もある意味で対等に受け
止められている.即ち共に運命と格闘しながら,努力を続ける戦士なのであ
る.敵は運命のように最初から屈伏を余儀なくされるような強大な存在では
ないし,かと言って完全にこちらのコントロール下にあるのでもない…名誉,
行動の重要性に関するビーシュマの発言は前章で解介した.
興味深いのは,ピーシュマとアンバ-の関係に関するヴィヤーサ,ナ-ラ
ダの発言である.ど-シュマはその不姫の誓いにより,結果的にアンバーの
生涯を狂わせてしまい,恨みを買ってアンバ-の復讐の対象となる…　そして
後に,アンバーの生まれ変わりシカンディンとアルジュナによりクルク
シェートラに倒れるが,これはアンバーが復讐の準備を始埼た頃の悩める
ビーシュマへのヴィヤーサ等の発言である. 「ビーシュマよ,カーシの王女
(アンバー:筆者)についてあなたは悩む必要はない.誰が人間の努力によ
り運命(daiva)を回避することができるか」118)…　この発言-のピーシ31マの
応答は具体的には語られていない.
ピーシュマとカルナが「運命」を巡って語り合うシーンがある.ビーシュ
マがシカソディンとアルジュナに倒され,矢の床に横たわった時,それまで
ビーシュマとはいがみあっていたカルナは,ピーシュマのもとに駆け付ける…
カルナはそうとは知らずに,実の弟連と敵味方にBTJれて憎み合い,戦うよう
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になっていたのだが,そのことについて既にクリシ3.ナと母クンティーから
聞かされていた…　それを知らぬビーシュマは,そのカルナ出生の秘密をカル
ナに語り,彼にパーンダヴァ陣営に行くように勧める.
「ようこそ,私の好敵手よ.お前は私と競い合っている.もしお前が
私の所に釆なかったとしたら,疑いもなくお前のためによくなかったで
あろう.お前はクンティーの息子だ.ラーダーの息子ではない, --敬
にはお前に対する憎しみはない. --しかしお前の威光を減じるために,
私は乱暴なことを言ったのだ.実にお前は理由なしにパーンダヴァたち
を憎んでいると私は考える… ・-=一族の分裂を恐れて,私はいつも乱暴
なことを言った. -・・・以前はお前に対し怒っていたが,今や私の怒りは
なくなった…　人間の努力によって運命(daiva)を超えることはできない…
=-・勇猛なパ-ンダヴァたちは,お前の同腹の弟たちである.勇士よ,
彼等といっしょになれ.もし私によかれと望むなら. ・-・・私との敵対関
係は終わりにしよう」119)
ここでビーシュマが「人間の努力によって運命を超えることはできない」
と言う時,それは,自分の知らないうちに兄弟どうLで憎み合う悲劇に巻き
込まれたカルナへのいたわりとなっている.これに対しカルナ.
「私はあなたが言われたことをすべて知っています. --しかし私は
クンティ-に捨てられ,御者に養育されました.そしてドゥルヨーダナ
の権力を享受して,それを徒にすることはできません. ・-・・私は常にス
ヨ-ダナ(ドゥルヨ-ダナ:筆者)に依存してパーンダヴァたちを怒ら
せました.このことは必然的なことです… ・・-・何人が人間の努力により
運命(daiva)を回避することができましょう.パーンダヴァたちとヴ
ァ-スデーヴァ(クI)シュナ)が他の人々によってうち破られないこと
は,私もすっかり知っています…　しかし私たちはあえて彼らに立ち向か
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うのです. ・--私はあなたに許可されて戦いたいと考えています…　私は
怒りや軽々しさから乱暴なことを言ったり逆らったりしました.私が何
かと悪さをしたことをどうかお許し下さい」120)
カルナもやはり「何人が人間の努力により運命を回避することができま
しょう」と語るが,ド1)タラ-シュトラのように被害者意識に逃げ込み,そ
こに閉じこもってはいない.苛酷な運命と向き合い,ドゥルヨーダナヘの忠
節…友情とパーンダヴァへの肉親の情との葛藤の中,前者を選択した.そし
て戦場でアルジュナの手で倒されるのである.
ドリタラーシュトラ親子は自軍の有力な武将が倒されると,運命の前の人
間の努力の空しさを嘆くのみだが,カルナはピーシュマが倒された時にも,
「非常に強力な者たちにとっても,勝利は時の運(daivayatta)だと私は思う.
頚力など-シュマが,幾百の矢におおわれて横たわっている, ・・-・私はドゥ
ルヨーダナのために,力の限り戦場で-　戦うペく努力するであろう」121)と,
戦場の運命の不合理にじっと耐え,次の行動を見据えている.
こうした剛毅なカルナもアルジュナとの決戦の際,戦車の車輪が大地にめ
り込み,必殺の武器の使い方もわからなくなり,敗色濃厚となると,自らの
悲運に耐えられず,呪いの言葉を吐いている122) 『マハーバーラタ』の人間
描写はリアルである…
カルナの死後,苦しむ母クンティーをヴィヤーサはこう慰める. 「こうな
る定めだったのだ.このことではお前には何の罪もない.なぜならあの時(カ
ルナを産み捨てた時:筆者)お前はまだ小娘だったのだ…　…　　このことを知っ
て自分の心の悩みを捨てよ」123)
(4)英雄違
この節ではビーシュマ,カルナ以外の英雄達の運命論を見て行こう.
パーンダヴァの先祖の大王ナフシャは聖者の呪いで大蛇に姿を変えられて
いた.ビーマはその大蛇に捕えられ食べられそうになる…　その時ビーマはこ
I---　　　　- *J .蝣-iI車顔　　即
う語る…
「大蛇よ,私はあなたのことを怒らない.また自分のことも非難しない.
というのは,人間は幸不幸の未来に関して運命の気まぐれに委ねられて
いる,それについて心をわずらわせるべきではない.何人が雄々しい努
力により運命(daiva)を変えることができるか…　運命(daiva)のみが
最高であると思う…　人間の努力は空しい…　この私を見よ.私は腕力を頼
りにしていたのに,今や運命のいたずら(daivopaghata)から,理由も
なくこのような状態になった.しかし今,自分が滅びることは嘆かな
い」124)
追放時代のユディシュティラとドラウバディーの有名な対話(第1章第3
節参照)に続いて,エディシ31ティラとど-マの激しい議論が交わされるが,
そこでユディンユティラがクシャトリヤらしくなく,バラモンのようだと批
判し,行為の重要性を語ったピーマ125)ち,さすがにもう終わりかという状
況では運命の東大さを思わないではいられない.それでも彼は言う. 「しか
し今,自分が滅びることは嘆かない」.非合理で残酷な運命と向き合う武人
としての覚悟は忘れていないのである.ど-マはこの後,エディシュティラ
に救われる.
アルジュナには,運命に開し印象的発言がないが,自らの衰え,老いを自
覚させられた時に,無常を運命(daiva, kala)の働きとして思い知らされる126)
ドロ-ナは自分を殺すた範に生まれて来たドリシュタデュムナに,それと
知りつつ武術を教えた, 「聡明なドローナは,将来の運命Cdaiva)が避けら
れないものであると考え,むしろ自己の名声を大切にして,そのようにした
のであった」1271ドロ-ナはピ-シ.1マが倒されて胤　カウラヴァ方の第二
の総司令官となるが,その際にも, 「自分を殺すために生まれて来たドリシュ
タデ31ムナだけは殺すわけにはゆかぬ」と奇妙な条件を付ける128)…　しかし,
その後戦場では,「会いたくないドリシュタデュムナが立っているのを見て,
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ドローナはすぐに不快な気持ちになった」129)ドローナは息子アi/ユヴァッ
メ-マンが殺されたとパーンダヴァ方に思い込まされ,戦意をなくして武器
を投げ出し,最終的にドリシ3.タデュムナに殺される…ドローナの運命の物
語も不条理である.
ちなみに,ドローナ以外にも運命を語り, 「運命」という世界観の中で行
動するバラモン達が『マハ-パ-ラタ』には何人か出て来る.アシ31ヴァッ
クーマン,ヴィヤーサ,キンダマ,クリパ,デーヴァヤ-ニー,マールカン
デ-ヤなどである130)…　一方,ヒルによれば, 『マバーバ-ラタ』のバラモン
編纂者達は,既に触れたように「運命・宿命の思想に与えられた重要性を快
く思わなかった」131)…　バラモン思想と運命の思想は後に明確な対立関係に至
るが, 『マバーバ-ラタ』全体が運命の物語として出来上がっているため,
バラモン達も運命について語らざるを得ないということだろうか.
ドロ-ナ,アシュヴァッタ-マン,クリパについては,戦士バラモンとい
う境界型の人物設定となっている…　戦士の側面を持つのなら,運命の思想と
の親和性が高くなっても不思議ではない.戦士バラモンはバラモン,クシャ
トリヤの区別が明確になる前のより古い時代の名残であろう132)
(5)女達と運命
『マハーバーラタ』は女性抜きでは成立しない.物語の重要なポイントに
女性達が登場し,物語を大きく動かして行く…　ここではガ-ソダーリー,ク
ンティ-,ドラウバディー,アンバ--シカソディンという4人の女性と運
命の物語を見て行く…
ガ-ンダーリ-は息子達が全てタルクシェ-トラの大戦で死んだ後,クリ
シュナに呪いを掛ける.今から36年後にお前の一族は滅びるがいいと, 36
年後,その呪いは実現する…クリシュナはガ-ソダ-リ-の呪いの実現を天
命Cbhavitavya)とし,一族滅亡の運命の時(kalasya paryaya)を迎える133)
呪いの実現が運命とされていることに注意しよう.ただし,クリシュナは
ガーソダ-y-には「お前(ガ-ンダ-リー:筆者)は起こるべきことのた
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迫に呪いをかけたのだ. -・.・ヴ1)シュニ族を滅ぼすことは私以外の誰にもで
きない」134)と語っている.運命は何もガ-ンダーリーの呪いによって決定さ
れた訳ではないと言うのである,ここでは,とにかくも,ヤーダヴァ(ヴリ
シュニ)族の滅亡という巨大な運命とガーンダ-リーが交錯していることだ
けを確認しておこう.
クンティ-はカルナを産み捨てて,カルナの悲劇的運命の原田となる.カ
ルナは実の弟と知らず,パーンダヴァ五王子との対立…戦争に突き進んで行
くのだから,クンティ-はカルナのみならず,パ-ンダヴァ五王子の悲劇の
原因ともなっている.タンティーは大戦の後,五王子にカルナの秘密を告げ
る.その時の吉敷「時の力によって(kaiaparita) (カルナは:筆者)お前
たちへの敵意を深めるばかりで,私も諦埼るしかなかったのです」135)その
級,クンティーがヴィヤーサに慰められた経緯については第3節で触れた.
ドラウバディーには第1章第3節で見たユディシュティラとの議論(運命
と類似する予定の神-配置者・制定者についての議論)がある他,その誕生
がクシャトリヤ滅亡の運命と結び付けて語られている. 「すべての女性のう
ちで最上の黒色の女(ドラウパディ- :筆者)は,王族を滅亡させるであろ
う…　この美しい胴の女は,やがて神々の目的(surakarya)を果たすであろう…
彼女のために,王族たちの大なる危険が生ずるであろう」136)他に「運命
(神)に造られた(daivasrishta)パーンチャーラの王女(ドラウパディ-:
筆者)」137)という表現も見出される.ドラウバディーはサイコロ勝負の時の
屈辱を忘れず,夫パーンダヴァ五王子をカウラヴァとの大戦へと駆り立てて
行く…　ドラウバディー誕生の際のクシャトリヤ滅亡の運命の予言が実現する
のである.
アンバ-はヴィチットラヴィ-ルヤの結婚相手としてビ-シュマによって
ハ-スティナプラにさらわれて後,様々な行き違いから,思いを寄せていた
男性ともヴィチットラヴィ-ルヤともビ-シュマとも結婚できなくなり,級
望する.
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「私は自分自身を難ずべきか,あるいは無敵のピーシ3.マを難ずべき
か.それとも,私の賠選び式をした愚かな父を難ずべきか,これは私が
自分で犯した誤ちである…　前に,あの死闘が行なわれていた時,シヤー
ルヴァのためにビーシュマの戦車から飛び降りなかったのだから…　これ
がその報いである.それで私は馬鹿のように苦しんでいるのだ…ビーシュ
マはひどい.私の心迷える愚かな父はひどい.父は勇猛を嬉資として,
私を娼婦のように[色々な男に売り]渡したのだから.私自身もひどい.
シヤールヴァ王もひどい.配置者(創造神)もひどい.この者たちの不
手際により,私はこの上なく不幸なことになった.あらゆる場合,人間
は自分に定められた運命(bhagadheya)を受ける」138)
本章第1節「ドリタラーシュトラ」で論じた複雑な原田の複合・連鎖とし
ての運命観が語られていると言えよう,この後,アンバ-は誰を特に恨むべ
きか多少迷うが,結局ピーシュマを仇と定め139)復讐を遂げる.ビーンュ
マの運命を決する7ンパ-の決断は必ずしもすぐに下されたのではなかっ
m
ガ-ンダーリーはヤーダヴァ族の,クンティーはカルナの(そしてパーン
ダヴァの),ドラウバディーは全クシャトリヤ(ヤーダヴァ族を除く)の,
アンバーはビーシュマの破滅…悲劇とつながっている.彼女たちは皆,自
身, 「不幸な女」であるが140)　人で物語の全ての主要な悲劇の触媒となっ
ている.彼女らを「『マハ-バーラク』の運命の女達」とも言い得るかもし
れない.
ピーシュマに王位継承権を放棄させ,その後のハースティナプラ王国の運
命を決定的に変えたサティヤヴァティーもそうした運命の女の一人に数えて
もよいであろう…　ただ残念なことに,サティヤヴァティーには運命に関する
発言も,運命という言葉を用いての彼女についての叙述も見当らない.
運命の女達は親力だが, 『マハーバーラタ』では物語を動かし,運命の触
媒になるのはこうした女性達だけではない…　あらゆる登場人物が,複雑な田
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果・因縁の複合・連鎖を織り成し,全体としての大きな運命の流れを形成し
ていることは既に述べたとおりである.
(6)クリシュナ
クリシュナと運命の問題については, 「クリシュナの物語『マ--バ-ラ
タ』」第3車「クリシュナと運命」で既に論じている.ここではク1)シュナ
の運命に関する発言を具体的にたどりながら若干の補足を行いたい.
「人間の目的を成就する原田であったものが,彼の滅亡の原田になる.
人間の行為というものは不確実である.一一人間の行為は,いくらよく
計画され,よく行なわれ,適正に遂行されても,運命(daiva)により
逆しまになる… ,・-心の決定した人が自らなした行為は,運命(dishta-
bhava)により妨げられることがない. ・-・・世の人々は行為しないでは
生活できない.このように知って行動すべきである…　いずれにしても
(運命によっても,人的努力によっても)果報があるであろう.このよ
うに知性を決定し,諸行為に従事すれば,失敗しても苦しまず,成功し
ても喜ばない」141)
「世界の事柄は天的な原田(運命) (daiva)と人的な原田pこ結びつい
ている--私は人的努力によりベストを尽くすであろう…　しかし天的な
(運命の) (daiva)行為はどうしても克服することはできない」142)
「剛毅な人々は,人間につきものの非常な苦難と享楽を窮極において
楽しむ.中途半端には楽しまない.彼らは窮極に達することを幸福と呼
ぶ…　そして中途半端を不幸と呼ぶ」143)…
クリシュナの運命論にはこのように宿命信仰の格調高い表現が少なくな
い,クリシュナを「宿命信仰の語り部」と呼びたくなるほどである. 「パガ
ヴァッド…ギークー」のカルマヨ-ガの思想も想起される,最後の引用は
ニ-チエの「運命愛」の思想を思わせる.
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ここで注意すべきことがある.既に再三述べたように,業の思想は予定の
神の思想と共に, 『マ八一バ-ラタ』においてしばしば運命論と習合して現
れるのだが,クリシ.1ナには「バガヴァヅド・ギークー」の場面を除き,莱
についての発言が見当らない.それはクリシュナが至上神であり,人間の運
命を決定し得るということになっているためであろうか(詳細は省くが,上
の引用中のクリシュナの発言は人間としての立場からのものであることに注
慕). 「バガヴァヅド・ギークー」が『マバーバ-ラタ』への数多くの付加物
の一つであることは定説となっている.
おありに
ヒルテバイテルは『マハーバーラタ』における運命の形成因に呪い,祝福,
誓いを加えている144)このうち呪い,祝福は, 『マハ-バーラタ』では事の
成り行きをそれを行う者たちの意志の通りに決定してしまうし,それを受け
た側にもあらかじめ先行きが見えているのだから,本来の意味の運命とは少
し差があるように思われる.誓いの場合にはビーシュマのそれに典型的に示
されているように,誓いの結果,しばしば意図せざる結果として運命の暗転
悲劇がもたらされるという構造となる…　こちらは正に運命の形成田の一つと
言うにふさわしいであろう. 『マハ-バーラタ』における運命の形成因とし
てもう一つ, 「無意識」を挙げてもいいかもしれない.
追放生活の初めにエディシュティラとドラウバディーが激しい論争をした
ことには既に再三触れたが,そこでドラウバディーは自分達がいわれのない
苦難を受けていると考えていた145)ユディシュティラもまたドラウパディ-
が森で誘拐の憂き目に遭った時, 「ドラウバディーは何も悪い行為,非難さ
れる行為を決してしたことがな」いのにと嘆いた146)…　彼らは主観的には無
垢であった.しかし,たとえばドラウパディ-はスワヤンヴァラの際, 「御
者の息子とは結婚したくない」とカルナをつっばれ　恨みを買っている147)
また,既に緊張関係にあったという下地はあるが,ユディシュティラのラー
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ジャスーヤ祭の時,インドラプラスタの華麗な宮殿で戸惑うドゥルヨーダナ
をユディシュティラを除くパーンダヴァ五王子が笑った事が,ドゥルコーダ
ナの恨みを買い,サイコロ勝負-の誘因となっている148-,日分の意識しな
い所で敵を増やし,悲劇を呼び寄せているという脈絡を『マハーバーラタ』
中,他にも指摘できよう.運命は無意識の行為(悪事)の報いとしても顕現
するのである.
カルナはアルジュナとの決戦の際,戦車の車輪が地にめり込むなどして不
利な状況になり,アルジュナの騎士道精神に訴え,戦車を元通りに出来るま
で待ってくれと斬んだ.この時クリシ31ナはこう突き放した・ 「自分が不幸
に陥ると,運命Cdaiva)を呪い,己れの悪しき行為をロにしないのは,人
の常である」149)無意識ということも念頭に置いてよく考えてみると,ク1)
シュナのこの非難は『マハーバーラタ』のほとんどの登場人物に多かれ少な
かれ妥当するのではなかろうか.この無意識の問題を含め, 『マハーバーラタ』
における「運命の形成困」については多くの課題が残る…
しかし筆者は次に, 「『マノ、-バ-ラタ』の人間類型」という課題と取り組
むつもりである.そこでは「運命」を軸に,既に他の論文で論じた「撃い」
「越境」の問題を絡ませ,ク.)シ3-ナの位置付けを新たに問い直しつつ,作
業を進めることになるであろう.
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Discourses on Destiny in the Mahabharata
Terumitsu Maekawa
The Mahabharata s story revolves around operations of destiny. Destiny is in a sense
one of two main dynamos of the Mahabharata (the other: Krishna). Discourses on destiny
are interwoven with karma-theory and predestination-theory in the Mahabharata. They
can be categonzed:destiny-iaith, fatalism and so on. We can say that different attitudes to
destiny carve the main characters in the Epic. For example Bheeshma and Karna are
champions of destiny-faith and Dhritarashtra is a powerful representative of fatalism.
